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余ガ故男爵西周君ト相識リシハ、初メテ蕃書調所教授手伝並タリシ日ニアリ。爾来交情親善、曾テ調所内ノ一宇ヲ借リ君ト同居シ、又同シク下谷ニ住シ、後和蘭オランダ国ニ留学ノ日亦同シク霊田ライデンニ住シ、霊田大学法学教授法学博士ヒツスセリング氏ニ就テ欧洲政学ノ要ヲ聞キ、余暇互ニ議論ヲ闘ハシタリ。但君ハカント派ノ哲学ヲ喜ビ余ハコムト氏ノ実学ヲ好メリ。故ニ円鑿方枘、論相愜かなハサルノ憾うらみヲ免レザリキ。今余ガ唯物論ヲ唱フルモ其原ハ即此時ニ在リキ。爾来歳月ヲ経過セシコト茲ニ四十年。而シテ君今亡シ。嗣子紳六郎男、其伝ヲ携ヘ来リテ之ニ序セムコトヲ需もとム。余之ヲ読ミテ其感ニ堪ヘス。即数言ヲ記シテ以テ之ヲ返ス。

明治三十年十二月十日津田真道


底本：「鴎外歴史文学集　第一巻」岩波書店

　　　2001（平成13）年1月30日発行

底本の親本：「西周伝」西紳六郎

　　　1898（明治31）年11月21日

初出：「西周伝」西紳六郎

　　　1898（明治31）年11月21日

※この作品は、「『西周伝』題字及び序跋」の題の下に底本に収録されている、山県有朋、細川潤次郎、西道仙、津田真道、加藤弘之の五名による序の一つです。

入力：岩澤秀紀

校正：染川隆俊

2010年5月31日作成

2016年5月7日修正

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。

